
観光地（年間宿泊人数70万人泊以上）のタイプ分類

主の魅力 副の魅力 観光地（事例）
　 － 十和田湖畔（青森）、松島海岸（宮城）、芦原・東尋坊（福井）、

山中湖（山梨）、多くの離島
自　然 温　泉 層雲峡（北海道）、田沢湖（秋田）
　 スポーツ ニセコ、白金・富良野（以上北海道）、軽井沢、蓼科・白樺湖、

安曇、白馬、志賀高原（以上長野）、浜名湖（静岡）、阿蘇（熊本）、
　 沖縄本島
　 定山渓、登別（以上北海道）、鳴子（宮城）、伊香保（群馬）

山代・片山津（石川）、石和（山梨）、下呂（岐阜）、
　 － 熱海・綱代、伊東、伊豆長岡、修繕寺（以上静岡）、城崎（兵庫）、

温　泉 白浜・椿（和歌山）、道後温泉（愛媛）、別府、湯布院（以上大分）、
指宿・佐多（鹿児島）

自　然 阿寒湖畔（北海道）、小浜・雲仙（長崎）
スポーツ 鬼怒川、那須湯本（以上栃木）、草津（群馬）

文化歴史 － 函館・湯の川、小樽・朝里川（以上北海道）、日光（栃木）、高山
（岐阜）、京都、奈良

都　市 － 札幌（北海道）、横浜（神奈川）、神戸（兵庫）、福岡
文化歴史 仙台（宮城）、広島

アミューズ － 佐世保（長崎）
スポーツ － 越後湯沢（新潟）

自然＋温泉 － 箱根（神奈川）、勝浦・湯川（和歌山）
自然＋文化歴史 － 佐渡（新潟）、※伊勢・志摩（三重）、那覇（沖縄）
都市＋文化歴史 － 金沢（石川）、長崎
ｱﾐｭｰｽﾞ＋ｽﾎﾟｰﾂ － 東葛飾（千葉）

太字：　「食」の評価が高い観光地。具体的には、①「日経グローカル2004.4.5」で食の魅力度評価が偏差値が60以上、あるいは②「新

　　　　時代の国内観光」で当該物産・食の名前観光地が容易にイメージできると評価されている地域。日本交通公社「旅行者動向2005」

　　　　p.61によれば、佐渡の「食」に関する一般評価は、利尻・礼文、釧路、函館、白神山地、横浜、伊豆、伊勢に劣り、網走、トマム、

　　　　いわき、飯田、小布施、高山、広島、松江、宮崎、黒川温泉並みである。

※伊勢・志摩(三重)：　自然の魅力は「志摩」に、文化歴史は「伊勢」に、食は「両者」に負うところが大きい

（注１）タイプ分類は、基本的には「新時代の国内観光」p.91に記載されている主たる魅力、＋αの魅力より行っている。

　　　　金沢および長崎は、上記資料では主たる魅力が「都市」であるが、「観光地づくりに向けた魅力度評価法に関する調査報告書」で

　　　　は主たる魅力が「歴史」と評価されていることから、上表のように扱う。伊勢・志摩、白金・富良野、草津の分類についても同様

　　　　に同報告書を参考にした。

（注２）「主の魅力：自然＋文化歴史」の観光地（年間宿泊人数70万人泊未満）としては、天草（熊本）がある。

　　　　「主の魅力：文化歴史、副の魅力：自然」の観光地（同上）としては、輪島・能登（石川）、五島列島（長崎）がある。

　　　　「主の魅力：自然」の観光地（同上）としては、知床（北海道）、屋久島（沖縄）ほか

　　　　「主の魅力：温泉」の観光地（同上）としては、黒川温泉がある。（以上「新時代の国内観光」による分類）

（注３）「主の魅力：文化歴史」の観光地（年間宿泊人数70万人泊未満）としては、小京都と言われる人口10万人泊以下の所が多い。具体

　　　　的には、弘前（青森）、遠野（岩手）、角館（秋田）、酒田（山形）、会津若松、喜多方（以上福島）、足利（栃木）、川越（埼

　　　　玉）、佐原（千葉）、鎌倉（神奈川）、小布施（長野）、妻籠・馬籠（長野・岐阜）、白川郷（岐阜）、長浜（滋賀）、松江、出

　　　  雲（以上島根）、津和野（島根）、倉敷（岡山）、尾道（広島）、萩（山口）、琴平（香川）、内子（愛媛）、柳川、門司（以上

　　　　福岡）がある。（以上「新時代の国内観光」、「観光地づくりに向けた魅力度評価手法に関する調査」、「日経グローカル2004.4

　　　  .5」による分類）

（注４）「主の魅力：自然」の観光地（年間宿泊人数70万人泊未満）には、離島の多くが含まれる。

（出所）室谷「新時代の国内観光」、運輸政策研究機構「観光地づくりに向けた魅力度評価手法に関する調査」、日本経済新聞社・日本産

　　　　業消費研究所「日経グローカル2004.4.5」等より政策銀作成


